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I はじめに
115 
一般養護はすべて担任教師があたるのであるが， 特別養護については， 明治の末頃から設置
された学校看護婦があたるようにな り，大正時代に到って急速に増加していった。昭和16年，
特に養護を重視した国民学校令が公布されたが，この勅令では教育総則の中に 「心身を一体と
して教育し教授，訓練，養護の分離を遊くべしJと強調するとともに，体錬科の方針の中にも
「衛生養護に留意し身体検査の結果を参酌して指導の適正を期すべし」と し，さらに虚弱児等
「特別養護の必要ありと認むるもののため」に養護学級，養護学校の新設をすすめていたので
ある。このような養護を重視する気運にこたえて「養護訓導制度」が誕生したのであった。養
護はもともと教育の一部であり，すべての教員の任務であるが，養護教諭の中でも特別養護と
称する分野に対しでは専門家としてこれにあたることが要求されてきたのである。
養護教諭は，学校の中では学校保健に関する唯一の専門職員であるが，上述の学校保健の領
域すべてを，ひとりで担当する とい’ったものではない。学校には養護教諭のほかに，非常勤の
保健技術職員としで，学校医 ・学校歯科医 ・学校薬剤師がおかれている。 保健学習を担当する
保健体育科教員や，保健調整者としての役割を果たす保健主事等の職員がいる。
もともと学校保健は全職員の協力分担によって進められなければならなしミ。その中には養護
教諭が主体となって実施する領域と，養護教諭が協力者，援助者として実施する領域とがある。
具体的な項目については職務の項で述べることとするが，全般的に保健管理に含まれる領域
の大部分は養護教諭が主体となって運営することとなろう。特に対人管理の分野で児童 ・生徒
のヘルス，ニー ドに対しその解決のため，直接ないし間接的に援助する活動は養護教諭独自の
領域である。
保健教育の領域では，保健指導の分野で主体となって運営する部分が多い。ただ保健学習に
ついてはもっぱら協力者の立場にあると いえよ う。
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E 調査方 法
1.調査対象
札幌市立小学校48校，中学校10校，高等学校3校における，本学 「養護教諭コース」学生の
養護実習実習中において， それぞれの保健室の一日の執務行動，並びに執務に必要な基礎的能
力，技術について調査したものである。
2.調査方法
昨年度の札幌市立小学校，中学校，高等学校における本学学生の養護実習中に， それぞれの
実習校の理解と協力を得て行なったものであり，その関連と して本学保健体育科学生に対して
のアンケー ト調査を実施したものである。
田 調査，並びにその内容と考察
1.保健室における一日の執務行動
表 1 保健事務
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総教
14 12 13 4.8 10 13 15.7 11 1. 8 21590分
13.8 1. 7 1. 8 10 12 12 11 9 1 中 5970分
10.9 12 6 7 11. 7 1. 3 21. 5 9 1. 5 
品 1275分
小 ・中・ 高と児童 ・生徒の年令が長ずるにつれて差があるが，一日の中では下校時間帯の15
時代に執務時聞を多く費しているようである。
表2 個別指導
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
5.6 2 17 22 29.5 18 33 1775分
10 22.9 12.5 13.5 8 8 20. 8 4 中 240分
資 料 不 足
小学校において午後からの指導が多いのは，児童の出入りのあまりなくなった放課後などの
時間帯を多く利用 しているからのようであるが，それに比して中学校は全時間帯にわたって行
なわれているようである。
表3 保健室外のこと
9 / 10 / 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
o. 7I 9.s I 12. 7 19 12 9 6. 7 4 9380分
1. 5 13.9 1. 5 8.6 9.4 11 2 中 2475分
9. 6 I 13 I 4 19 13.8 12. 7 4. 7 
品 940分
総時間数においてー自の古寺聞の中でかなりの時間を費しているようである。郡部の学校では
種々の雑務のためもっと高い数字が出てくるものと考えられる。
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表4 報告 ・連紹事項
9 I 10 I 11I 12I 13I 14 I 1sI 16I 17 
9. 7 I 10 I 9 I 9. 7 I 7 I 2 I 11 I 7 1 
s. s I 4.s I I 1 I 12 I 7. 7 I 6.6 ' 
所要時間総数
1340分
450分
llO分
中
4.5 4. s I 9 I 1s I 36 I 13.6 ??
小・中学校の場合は，朝会と か朝の打ち合わせを利用しているようであるが，高校の場合は教
科担任制のこともあり事後報告の形をと っているよ うに考えられる。
表5 健康、生活相談
9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 14 I 15 I 16 I 17 所要時間総数
6 I 12. s I 7.6 I 15 14 I 12.8 I 15 I 15 390分
資料不足
資 料 不足
?
?
小学校に於いては 1日中平均的に行われているようで，個別指導と併行して実施 されている
のかもしれない。 中・高については資料が出揃わず，考察より除外 した。
表6 ベッド使用
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総教
15 19 20 18 14 8.6 0.6 8905分
14 29 34 7.8 5.4 4.9 1. 9 中 1015分
20.9 18.5 28 12 7 3. 7 7.4 高 405分
小学校の場合，平均的に利用されているようであるが，中・高の場合は午前中に集中してい
るよう な傾向を示している。 原因としては朝食抜き，睡眠不足，夜更かし といったこともある
ょうである。
表7 応急処置
9 10 11 12 13 14 15 16 17 所要時間総数
14 29 17 10 10 6 4 4275分
20 19 19 20 13 5.4 中 1410分
15 26 17 19 6 7 6 
品 380分
小学校は午前中の中休み，10～ 11時頃に非常に多く空腹時も影響しているのではないかと思
われる。逆に12～13時の頃は満腹時の状態で動きのにぶいために起ることも考えられる。中 －
高の午前中が多いのは前日の疲労の持ちこしがあるのではないかと考えられる。
2.基礎的看護能力並びに応急処置技術の必要性
「養護教員会」の調査項目によって学校種別毎に調査集計してみたのであるが， 学校種別毎
に変化があるのは当然のことと予測していたことではある。共通点と してみられることは，最
近の校内または校外活動に突然起ることに対する「心臓マッサージの方法」 「人工呼吸法」 「包
帯法」などが100%の必要度を示していることである。その反面ベッドを利用するときなどの
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「ベッドの上に座らせる方法」とか「ベッドの横に腰かけさせる方法」あるいは 「全身清拭法」
などにはさほど重要性を認めていないようである。
①消毒及滅菌の方法
②消毒物の取扱い方
③カウンテクニック（鴎離）
④子の洗い方（ － ） 
⑤芹雀を与え取りはずす方法
⑥ベットの片側に動かす方法
(1)i則臥位にする方法
③ベソ トの端に腰かけさせる方法
⑨ベy 卜のうえにすわらせる方法
⑩就床患者を安案にする方法
⑪患者の輸送方法
⑮概創の予防・手当
⑬全身清拭法
⑭身体測定法
⑬体温，脈拍，呼吸の測定
⑬血圧測定法
⑫診察の準備及び介助
⑬検査物採集法 （尿 ・便）
⑬涜腸の方法
⑫包帯法
⑫湯タ液氷枕 ・氷のうの使用法
⑫温湿布・冷湿布の方法
番号経口的与薬の方法
＠咽喉塗布法
⑧結膜に軟膏を点入する方法
⑫点目良法
＠蒸気吸収の方法
⑫眼の洗浄（洗眼）
⑧咽喉洗浄 （含轍）
⑩人工呼吸法
⑪必臓7 'Jサージの方法
⑫外傷の手当
＠満生材料のっく り方
⑪常備薬品・応急薬品の調達とその管理
⑧止血法
3.養護実習
(1) 実習に参加する前に考えていたことは
一一一希望を持っていた
図 1
－保健室経営に参加協力でき ること について
－現場での養護教諭の実態が把握できることについて
．児童・生徒と交流できることについて
－子どもや教師との人間関係について学べる点、について
．教育現場を教師の側から見られることについて
一一一不安で、あった一一一
－子どもたちとの接し方について
．今までの勉強不足を感じて
－与えられた仕事にどの程度正確に達成できるかという点について
（高） 図看護圃応急
5 10 15 （人）
－実習生同志の協力度合について
．学級指導について
・応急処置（包帯法など）がうまくできるかどうか
．授業をすることについて
・学校運営の中にとけこめるかどうか
．自分1人なので
－早朝の出勤
・実習校が遠いこと
(2) 実習中は下記の項目に参加しましたか， しませんでしたか
1 ）定期健康診断に参加しましたか
2）健康観察，健康相談に参加しましたか
3）保健調査に参加しましたか
4）突発傷病の管理と指導（応急処置） にあたりましたか
5）心身健康問題児の管理と指導にあたりましたか
6）保健相談に参加しましたか
7）学校医・ 学校歯科医の健康診断指導をうけましたか
8）行事に伴った保健活動に参加しましたか
9）疾病予防行事に参加しましたか
10）児童 ・生徒の保健委員会に参加しま したか
11) 「保健だより」の作成に参加しましたか
12）保健学習に協力しましたか
13）学級保健指導に協力しましたか
14）定期環境衛生検査に参加しましたか
15）日常環境衛生点検に参加しましたか
16）保健室の経営に参加しましたか
17）学校保健事務の執務に参加しましたか
表8
〔2〕実習中，下記の項目に参加しましたか，しませんでしたか。 （%） 
金之三三型 100」＿］＿
三点E1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
c イ1059 24 97 35 9 41 74 41 74 44 44 62 12 79 88 82 
34人 ロ 041 76 3 65 91 59 26 59 26 56 56 38 88 21 12 18 
D イ9470 48 10 61 9 58 79 52 70 64 58 70 39 79 97 85 50 
33人 ロ 630 52 0 39 91 42 21 48 30 36 42 30 61 21 3 15 
E イ9745 65 93 39 6 52 85 30 67 55 52 67 12 64 91 64 
33人 ロ 355 35 7 61 94 48 15 70 33 45 8 33 88 36 9 36 
F イ9742 32 97 48 19 58 77 29 81 68 58 68 19 77 81 81 
31人 ロ 358 68 0 42 81 42 23 71 19 32 42 32 81 23 19 19 
イ・参加lした（うけた） 口0・しない（うけ在い）
図2
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全体 （131人）
同 しない（うけない）
参加した（うけた）
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(3) 今後の実習のあり方についての意見，希望
－もっと長時間子どもたちとの接する機会が欲しい
. 4計測に参加したかった。
・応急処置の学習を実習前にやって欲しい（包帯法）
．実習校の選択について希望を聞いて欲しい
－学級に所属したかった。
－実習期間を延長して欲しい
－実習日誌の書き方を統ーしてほしい
．期間中に他校を見学してみたい
－応急処置に参加したかった
－実習内容を統ー して欲しい
－早い時期に実習校を知りたい。
－指導案作成の仕方を事前に学びたい。
. 1人勤務より 2～ 3人の複数勤務にして欲しい
4.学生へのアンケート
(1) その形式
表9 健康と生活に関するアンケート
（年組 男・女）
あなたの日ごろのようすについて，ありのままに答えてください。
質問1～15までとばさないで， あてはまるものを lつだけ選 んで，記号をζ〉 で囲みます。
回あなたはいつ も何時頃起きますか
ア 7時前 イ 7時半
ウ 7時半以降
回朝どのようにして起きることが多
いですか
ア 家の人に起こされ る
イ 目覚時計で起 きる
ウ 自分で起きる（自然に目がさめ
る）
回起きたときねむたいと思うこ とが
ありますか
ア いつもねむたい
イ ときどきねむたい
ウ ねむくない
回起きてから家を出 るまでにゆっ く
りf士度をする時聞がありますか
（食事，身仕度，排便など）
ア ゆっ 〈りてもきる
イ あま りゆっ くりで、きない
ウ ゆっくり てもきない
国朝食をとっていますか
ア毎日食べる
イ ときどきたべないことがある
ウ ほとんどたべない
回あなたはいつも何時頃寝ますか
ア 午后8時以前iイ 8時頃
ウ 9時ころ jエ 10日宇ころ
オ 11日寺ころ jカ 128宇ころ
キ午前1時ころ ；ク 午前1時以降
ケ不定 : 
回 あなたは睡眠時聞をどの〈ら いと
っていますか
7 6時間朱t尚 （イ 6時間
ウ 7 8寺問 iエ 88寺問
オ 9時間 jカ 10時間
キ 11日寺間 jク 11時間以上
国夜ねるのがあ、そく なることがあり
ますか
囚ァある イない
↓その王里由は
国 （ア） 宿題や勉強
（イ） 7 ンガ本や趣味のため
（ウ） テ レピ ・ラジオのため
江j なんとな く
回 あなたの家庭ではその日あったこ
となどの言舌を しますか
ア いつ もする
イ ときどきす る
ウ ほとんどしない
回心を許しでなんでも話し合える友
人はいますか
区3 アいるイいない
↓そのような友人 を
ほしいと思いますか
国（ア） 思 う
（イ）思わない
回あなたは身体をつかった遊びゃ運
動 をすることがあηますか
ア いつ もしている
イ ときどきしている
ウ していない
回特につヵ、れたなあー と感じる日が
あ りますか
囚アいつもある イない
ウ ときどきある
それは何曜日かきまつでい
↓ますか
固 （ア） きまっている（ H曜日）
（イ） きまつでいない
国 1日のうちで特につかれた主と感
じる時聞があ りますか
囚アいつもある イない
ウ ときどき ある
それはいつ頃かきま ってい
4ますか
国｛ア） きま つでいない
（イ） きま っている
↓それはいつ頃ですか
（ア） 起 きでカ、ら家をでる まで
｛イ｝授業中（午前）
（ウ）昼休み
凶授業中（午後）
｛オ）授業終了して帰宅するまで
（カ）帰宅後寝るまで
Eヨ いっ しょうけんめい何かをして4巷
足したこと がありますか
7 ある
イない
固何かうま くいカ、ないことがあると
どのような気持になる ことが多い
ですか
ア 次はうまく い くようにがんばろ
うと，曹、う
イ 次もダメで、ないかと心配にな る
ウ どうせダメだとあきらめる
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集計への考察(2) 
－質問1
l年目の体育， 養護コースの問にそれほど大きな差はないが2年目になると起床はぐっとお
そくなるようである。
－質問2
全体的に大差は認めがたい。
－質問3
という者「H民ぃj1年目の体育コース学生は日常の活動量が多いためか養護教諭コースより
1年目 と2年目とでは大差はない。
－質問4
が多い。
特に問題点はないようである。
－質問5
l年目と 2年目を比較すると 2年目にな ると毎日とる者が減っているようである。
－質問7
2年目になる と睡眠時間を多くとっている ようである。
－質問8のA
ょうである。2年目になると「寝るのがおそくなる」
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－質問8のB
理由として判然としたものはないようだ。
－質問9
養護の両学生ともに家族との対話は少ないようである。
－質問10
体育，
Aでみると両コースの学生とも親友は持っているようだがBの中の養護学生に「いらない」
という者の多いのに一考を要するのではあるまいか。
－質問11
体育コースが身体を使っている。
－質問12
Aについてはクラブなどがある体育学生に疲労を感ずる者が多いようである。
Bについて疲労感の多い日が一定していないのはクラブなどの練習量によるよりも精神的疲
労感の方が多いのではないかと推察される。
－質問13
Bは両コース学生とも大差はないよAについて体育コース学生に疲労が多いようであるが，
「いつ頃ですか」については午前中よりも午後からというのがどの学生にも多く特うである。
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－質問14
体育コースの 1Bと養護コース 2Fが無回答であったのが目立つ0
．質問15
体育コースの学生に「ァ」の回答の多いことは予測できるが養護コースの学生にもその気持
は持ち合わせているよ うである。 ただ2Fについては無回答であった。
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表10
それはいつ頃ですかっ
一一一一一一一一←ー質問
（ア）起きてから家を出るまで
（イ）授業中 （午前）
（ウ）昼休み
同授業中（午後）
1年C～FI2年cI 2年D I 2年E I 2年F
7.0% 
3.5% 
3.5% 
6. 1引~
40% I 28. 6% ・-
60% I 57.1% I 87. 5% 
（オ）授業終了しで帰宅するまで I54. 5% I 41. 4% I 25% 
（カ）帰宅後ねるまで I 39. 4% I 37. 9% I 25% 
(3) 関連参考資料
表11 「自覚症しらベ」調査表 （学生番号・
A いまの貨女の状態についてお、聞き します。次のようなことがあったらO，なかったら×を右枠の中につけて下さい。
I I 
問山
~Jiがいたい
屑がこる
』要がいたい
息苦しい
口がかわく
声がかすれる
目まいがする
まぶたや筋肉がピクピクする
子足がふるえる
気分がわるい
内〆仁】n〈JVA斗・FhiuハU円f’x吋υHー
E頁がお、もい
全身がだるい
足がだるい
あくびがでる
頭がぼんやりする
ねむい
目がつかれる
動作がぎこちない
足もとがたよりない
干黄になりたい
3ょっ白内4d凋aTに－ucU勺’oOQdハU市i1Aよ唱司可ム胃つ－
考えがまとまらない
話をするのがいやになる
いらいらする
気がちる
物事に熱心になれない
ちょっとしとことが思い出せない
することに間違いが多く なる
物事が気にかかる
きちんとしていられない
根気がなくなる
?
??
???
?
?
??
???
?
?
?
?
???
?
?
??
B いま貴女の疲労感（疲れをどのくらい感じているかということ）についでお聞きします。
仮りに「非常にさわやかで疲れを全く感じない」という状能を 〔1〕とし 「疲れがはげしくてもうこれ以上働けない」
という状態を〔9〕とすればいまの，貴女の疲労感はどのくらいですか。その数字をOで囲んで下さい。
2 3 4 5 6 7 8 9 
←疲れていない 疲れている→
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項目
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
100 
90 
80 
70 
60 
40 
ハU9－Tよ
（%） 
番号
1 
2 
3 
4 
5 
番号
1 
2 
3 
4 
5 
人数 % 
27 27. 2 
58 58. 5 
60 60.6 
34 34.3 
51 51.5 
71 71.7 
48 48.4 
20 20. 2 
7 31. 0 
67 67. 0 
人 。
2 
11 
12 
14 
人
1 
12 
33 
17 
31 
表12 自覚症状しらべA
f本体育コース
(9名）
項目 人数 % 項目 人数 % 項目 人数 % 
1 12 12.1 21 90 90. 9 32 23. 8 
12 14 14.1 2 74 74. 7 2 46 34. 3 
13 16 16.1 23 51 51. 5 3 16 1. 9 
14 13 13.1 24 13 13.1 4 38 28. 3 
15 26 26. 2 25 21 21.2 5 56 41. 7 
16 10 10.1 26 14 14.1 6 70 52目2
17 12 12.1 27 12 12.1 7 63 47. 0 
18 29 29目2 28 18 18.1 8 7 5. 2 
19 16 16.1 29 4 4. 0 9 4 2.9 
20 36 36. 3 30 14 14.1 10 43 32. 0 
100 
（%） 
'" 90 
80 
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
表13 自覚症状しらべB
体育コース
数 % 番号 人 数 % 。 6 30 30.3 
2.0 7 28 28.2 
11. 1 8 2 2.0 
12. 1 9 。 。
14.1 
養護コース
数 % 番号 人 数 % 
0. 7 6 31 23.3 
9.0 7 7 5.2 
24.8 8 1 0. 7 
12. 7 9 。 。
23.3 
養護コ スー
項目
1 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
人数
52 
16 
31 
56 
65 
47 
19 
61 
9 
75 
（%） 
40 
30 
20 
10 
（%） 
40 
30 
20 
10 
% 
38. 8 
1. 9 
23. l 
41.7 
48. 5 
35. 0 
14.1 
4. 5 
6. 7 
5. 9 
(134名）
項目 人数 % 
21 1 8. 2 
2 62 46. 2 
23 21 15. 6 
24 6 4.4 
25 15 11.l 
26 9 6. 7 
27 12 8. 9 
28 14 10. 4 
29 o. 7 
30 7 5. 2 
123456789 
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図22 Y G検査保健体育科
〈体育コー ス〉 〈養護コース〉
A類 B類 C類 D類 E類 A類 B類 C類 D類 E類
A型5人 B型 C型l人 D型l人 E’型 4人 A型5人 B型4人 C型5人 D型1人 E’型3人
ト，＇, 33今 B’， 17人 C' ,8 , D' • 1人 A', 34 , B' ,16 , C＇ク29ク D＇ク 2, 
A",, 30 , AB ,2 , AC• 2 A"• 36 , AB,, 2 , AC • 2 ,
ACL 9% D'O. 95% D'l. 4% DO. 7% 
??
A' 
31. 7% 
A’ 
29. 3% 
A I ., 
3. 61 ,-. %1 24. 5% 
A" 
25.9% 
20 
ABL 9% CO. 95% D'O. 95% 
（%） 
30 
（%） 
30 
10 10 
A A' A" B B' AB C C' AC D D' E' 
20 
A A' A"ACAB B' C c’D D' E' 
N ま と め
保健室は，健康診断，健康相談，健康観察，応急処置を行な うために必要な部屋として設置
することを「学校保健法第四条」において規定されている。
更に，公立小中学校の校舎の建設に関する国庫補助の対象となる基準を示した「学校施設設
備基準」 （文部省管理局施設部一昭和50年6月一）においても，学校規模に応じた補助面積が
示されるなど学校に必要な部屋のーっとして設置しなければならないことになっている。また
保健室の仕事に応じた設備の基準として 「文部省体育局長通達（昭和33年6月16日一文体保第
55号）には備品の基準が例示されている。
備品としては， 一般備品として事務，診断，消毒用品などを示し，健康診断など健康相談用
として発育測定，視力 ・聴カ検査，内科，歯科検査用品を挙げ，応急処置及び疾病の予防用と
して外科処置用具を示し その他数種の検査 また環境衛生用品を挙げている。
これらをみると，保健室は健康診断や医療の指示，疾病傷害の応急処置といった，いわば疾
病異常児童 ・生徒への措置を行なう目的のために設けられてきたものと考えられるのである。
しかし以上のような学校保健法その他の法規面から考える ことと同時に，現状の分析をして現
実に保健室の目的は何かを考慮してみる必要があろう。近代的な学校教育の中では保健室の目
的も多様化してきていることは事実である し，如何に して学校教育活動の目的達成に貢献し得
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るかが明らかになるのではないかと思われる。
これからの保健室は，学校におけるヘルスセンターとして保健教育的目的があることをあげ
ておきた¥,l。例えば疾病や情緒障害，体力， 栄養に関する問題など心身の健康に問題を持つ児
童・生徒の個別指導や健康相談の実施にあたることや，健康な児童・生徒についても健康の増
進に関する指導などである。一般教員の行なう日常の教育活動に積極的に推進する役割もあり，
保健教育のために必要な資料収集，調査資料を整備保管して保健学習や保健指導の充実に寄与
することも要請されてきている。
保健室の機能充実のため，養護教諭は具体的にいかなる事項について執務すればよいかとい
うと，おおむね次のような事項があげられるであろう。
1.健康診断（定期・臨時）や月例等の発育測定
2 健康相談（定期 ・臨時）
3 救急処置
4 各種予防措置 （予防接種等）
5 保健指導 （学級保健指導，グループ指導，個人指導）
6 児童生徒保健委員会活動
7 PT A保健委員会活動
8 保健関係諸帖簿の整備保管
9 健康診断の結果記録と保存
10 傷病発生状況の記録と保存（学校安全会関係記録）
11 家庭通信，家庭連絡，関係機関との折衝
12 各種保健統計，集計，掲示
13 保健学習，保健指導に必要な情報の整備
養護教諭の執務内容は，非常に広範囲で、多岐にわたるものであって，これを能率的に，しか
も効果的に行なうためには， 学校， 地域社会等の事情を考慮し，適切な執務計画を立てた上で
執務することが必要で、ある。
しかし最近の養護教諭の日常の実践を振り返ってみるとき，子どもに信頼をおいた実践がど
の程度なされているだろうか。また，子どもの可能性を切り開くことにどの程度かかわってい
るであろ うか。今日，養護教諭に期待されるものは，養護教論としての専門的な 「眼Jであろ
う。子どもの可能性を阻害する原因をみつけ出してこれを取り除き，子どもの可能性を切り聞
いてやることであろう。そうしたときに教師としての養護教諭の誇りを見出すのではなかろう
か。保健室にカギをかけなくてもよくて，児童 ・生徒が健康をそこねた時に入りやすい部屋で
あることが重要なことである。 そしてまた，児童 ・生徒に対しではわずかな心がけや，努力に
よって困難な候件も解決されるものと信ずる。
現在の養護教諭の配置は 必ずしも理想的であるとはいえない。本州では一部で複数制を実
施しているところもあるが，北海道ではいまのと ころ配置されてはいないのである。現場の先
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生方にも，これからの学校保健を推進していくためにも養護教諭の複数制問題を真剣に考えて
いくべきであろう。
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